
2024年度　久留米大学　後期理系　第４問

問題 四面体 ABCDにおいて，辺 ABを 2 : 3に内分する点を P，辺 BCを 2 : 1に内分する点を Q，辺 CAの中

点を R，辺 CDの中点を S，辺 BDを 1 : 3に内分する点を Tとし，直線 PCと直線 QRの交点を E，直線 BSと直

線 CTの交点を F，3点 E，C，Dを通る平面を ®とするとき，
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ADである。

(3) 平面 ®と直線 AFの交点を Uとすると，
¡!
AU =

10
19
¡!
AFであるから，四面体 ABCDの体積を Vとすると，四

面体 UBCFの体積は
と

なに
Vである。
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